
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

発行元 

博多あん（安全）・あん（安心）リーダー会 
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代表幹事 小森 勝輝 

2016 年（平成 28 年） 
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簀子校区で防災訓練 

2月 11日（木）旧簀子小学校（簀子小は平成 26年 4月舞鶴小・中学校開校のため、大名小、

舞鶴小とともに 3月末日で閉校）広場で 10時から、校区防災訓練が行われました。 

参加者は、140名で町毎に 4グループに分かれ、①応急救護訓練②救急搬送訓練③非常持ち出

し品ゲーム④消火器操作訓練をローテーションで体験学習して回ります。これらに加えて、パト

カーや白バイ、はしご車試乗も行われました。 

 リーダー会は、区役所とともに非常食試食と防災グッズの展示・非常持ち出しゲームを担当し

ました。非常持ち出しゲームでは、必要物品を選び重量計算してその 

重さの非常持ち出し袋（1㎏から 10㎏まで 10袋用意）を背負うの 

ですが、5㎏～8㎏を選んだ人が多く、意外な重さに驚かれていました。 

各ブロックともリーダーの指示のもと整然と行動ができており、地域 

力の高さに驚かされます。終了後の炊き出しのカレーは絶品で、充実 

した有意義な 2時間でした。      （中央支部 坂井 正司）  

第 3回あんぜんあんしんフェア ～東区イオンモール香椎浜～ 

第 3回あんぜんあんしんフェアが 3月 6日（日）、東区のイオンモール香椎浜において開催され

ました。今年も降ったり止んだりの雨模様のお天気で、人気のある警察・消防・自衛隊・雨レン

ジャー隊等は今年も不完全燃焼ではなかったかと思います。 

 一方、モールの中で行われたイベントは、どのブースも防災意識の啓発に、少しずつでも進化

の歩みを見せるよう、努力を重ねておられました。我がリーダー会も、防災紙芝居に防災腹話術

をプラスして披露したことで子ども達の集客に繋がるとともに、「親子孫の間で防災を考える」ふ

れあいの機会を提供できたかなとお客様を通じて感じました。 

運営本部も（公社）福岡県建築士会を中心に、準備から撤収まで管理が行き届くようになり、

参加する団体側のスムーズな受入れ体制が整ってきたように思います。 

イオン香椎浜の受け入れ態勢も柔軟で、東区役所の応援も受けながら、我々の活動も少しずつ

進歩しているように感じられる啓発フェアでした。         （東支部 城下 邦芳） 

    

西支部は DIGが続く 

昨年末から今年始めにかけて、立て続けに地域活動アドバイザーとして DIGの要請が続いてい

ます。昨年度は避難所運営ゲーム（HUG）中心でしたが、今年度は取って代わり DIGが主流と

なりました。各地域に絞った地図を準備してもらい、地図を囲んでワイワイと地域の特性を書き

込みながら皆さんで考えてもらうことで、それぞれの事情は違いながらも住んでいる地区の災害

時に対しての強さ、弱さをみんなで共有することになり、一体感を感じてもらっています。 

「長年住んでいるが、大災害は何も無かった」と言われる地区が   

多く見られるも、「高齢者が多くなった、空き家が多くなった」と 

変化を感じている方も多く、また「海が近いから津波も心配だ」と 

いう声も聞こえてきました。 

「人を知る」、「まちを知る」、「災害を知る」、ますます DIGの必要 

性が増していると感じます。      （西支部 東島 弘） 

 
 

地域活動アドバイザー ～長尾校区防災防犯フェア～ 

 3月 27日（日）長尾小学校で「長尾校区防災防犯フェア」が行われました。運動場と体育館で

消火器訓練や煙避難体験、はしご車体験、アルミ缶ご飯炊きなど様々なイベントが行われ、リー

ダー会は、HUGと非常持ち出し品展示を担当しました。 

 HUGは、運動場でのイベントと並行して体育館で町内の役員さんを中心に 84人が 13グルー

プに分かれて体験しました。今回老若男女、多様な世代が参加し、しっかり作戦を練ってから 

                            始めるグループや女性の意見が強いグループなど各々のペースで 

                            取り組んでいました。どのグループも積極的に対応し、長尾校区 

                            のこれからの避難所運営を考えるきっかけになったと思います。 

                            また、非常持ち出し品の展示では、アルファ米やパンの缶詰、100

円ショップの防災グッズなどを手に取ったりしてもらい、非常持

ち出し品について考えるいい機会になりました。 

       （城南支部 牧薗 典浩、上野 直美）  

第 6回 防災どんたく「みんなで防災」 IN 新天町 

今年の 3月 20日で 11年の節目を迎えた福岡県西方沖地震の 

教訓を風化させないため、例年通り新天町サンロードにて、防災 

啓発イベントの「第 6回みんなで防災」を開催しました。 

当日は連休の好天に恵まれたことや近くで大きなイベントがあ 

り、多くの市民が参加し、①防災メール紹介（防災危機管理課） 

②心肺蘇生法（応急手当普及の会）をはじめ、③非常持ち出し品 

ゲーム（城南支部中心）④ロープワーク（早良支部中心）を体験し、⑤防災紙芝居（河上一座）・

防災ぬり絵と新登場の⑥防災腹話術（東支部）を楽しみました。 

ブースは時間帯により参加者の増減があり、リーダー会メンバーは呼び込みや説明、通行の整 

理など対応に追われましたが、好評のうちに無事終了しました。 

各ブースを回るスタンプラリーを実施した約 100名が、完走賞の 

防災グッズをゲットし、なにを選ぼうかなと迷っている姿がみら 

れました。 

防災の啓発活動は継続することも重要であり、今後の企画内容 

について会員のみなさんからの意見をお願いします。  

（事務局長 平山 光典） 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス ～これからの活動を紹介します。興味がある方は事務局までご連絡ください～ 

出前講座・地域活動アドバイザー   

平成 27年度分は総会資料に掲載、平成 28年度分は 6月からスタートします。 

平成 28年度定期総会 

 日 時  5月 15日（日）14：00～17：00 

 場 所  福岡市健康づくりサポートセンター講堂 

福岡市市民総合防災訓練 各支部対応 

城南区   5月 22日（日）10：00～12：00  別府小学校 

博多区   5月 25日（水）10：00～12：00  マリンメッセ福岡 西側イベントヤード  

今年のメイン会場です。博多支部中心に各支部に支援依頼します。 

東 区  6月 15日（水）10：00～12：00  香椎下原小学校 

中央区  10月 16日（日）10：00～12：00   九電記念体育館 

南 区  11月 27日（日）10：00～12：00   西花畑小学校 

早良区  10月 21日（金）10：00～12：00  室見小学校 

西 区  11月第 3週で検討中 10：00～12：00  壱岐南小学校 

第 12回博多あん・あん塾開講 

 期間  7月 2日（土）～9月 3日（土）  

 （事務局長 平山 光典） 

 

交流部会 今年度最後の交流会が開催される 

南支部の松岡秀幸防災士を講師として、3月 11日（金）ボランティア交流センターセミナー 

ルームにて、今年度の交流部会を締めくくりました。 

テーマは、「南支部では新しい HUGを展開しています」とし、南支部が実践している HUGの

紹介をしました。 

避難場所として南区の実在地域を導入し、カードの総数も 250枚から 100枚と大幅に少なくし

たことで、読み切れずに終わる事が無く、また各カードを十分理解できるよう時間をとれる事に

特徴が有ります。講習する小学校の実際の校庭図を利用するのが良いのでは？等、多くの意見が

出ました。今後それらの意見も取り入れ、修正し、「質の向上を図りたい」と松岡防災士が締めく

くりました。 

セミナーには総勢 25名が出席し、その後 

の懇親会には 11名が参加され、午後 10時 

を過ぎるまで懇親会に大いに花が咲き、本 

来の交流会の目的も充分果せた交流会でし 

た。       

（交流部会 檀 豊隆） 

祝 津屋崎小学校 文部科学大臣賞受賞 

文部科学省の防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援 

事業の中で、津屋崎小学校は学年別授業のプログラムを作成し、 

地域と共に実践していることが全国的に特に優れていると表彰 

されました。 

リーダー会は、事業開始初年度（平成 24年）から平成 27年 

まで 3年間アドバイザーを派遣し、生徒はもちろん PTA・教員 

に対してクロスロードゲーム、HUG、DIG、避難訓練の検証等 

実施し、少しは受賞に貢献できたのではないかと思います。 

継続は力なりで、今年も 5年生（120名）を対象に公開授業 

でクロスロードゲームを実施しました。その授業を見た郷づく 

り協議会の方より講座の依頼があり、子どもたちへの取り組み 

が地域に広がる素晴らしい展開を今後も進めていきたいと思い 

ます。 

     （代表幹事 小森 勝輝） 

体験ゲーム紹介シリーズ 第２回ＤＩＧ（災害図上訓練）とは？ 

平成 9年に小村隆史氏（考案当時防衛研究所主任研究官） 

などによって考案されたもので、リーダー会では会が発足 

した平成 18年当初から取り組んでいます。 

DIGは、 D（Disaster災害）、I（Imagination想像力）、 

G（Game ゲーム）の頭文字を取って名付けられた、誰でも 

行い、参加できる簡易な災害図上訓練のことで、DIGという 

言葉には、「災害を理解する」「まちを探求する」「防災意識 

を掘り起こす」という意味も込められています。 

                 DIGには、決まりきったルールがある訳ではなく、対象と 

なる災害や参加者の立場・役割に応じて、様々な DIGの形式 

が考えられます。 

どのような場合も、大きな地図を使い、透明なビニール 

シートをかぶせて油性ペン、付箋紙などを使い書き込みを行 

い、参加者全員でわいわい話しながら、災害対応のイメージ 

トレーニングをするもので、ゲーム感覚で、気軽に災害対応 

を考えることができます。 

これにより、「災害を知る」、「まちを知る」、「人を知る」 

ことで、地域の防災力、災害への強さ、弱さを認識し、防 

災に対して今後どのように対応していけば良いのかを理解 

することができますので、地域で防災や防犯などを考える 

きっかけとしてお薦めの手法です。 

（城南支部 牧薗 典浩） 

 

 

 

編集後記  

皆様のご協力をいただきまして、今年度最後の 3回目の会報誌の発行を行うことが 

できました。今後も皆様に興味を持っていただける記事を掲載していきたいと 

考えております。掲載記事に関してのご要望、ご提案等がございましたら、 

所属支部の広報部員にご連絡下さい。    広報部長 松本 一郎（早良支部） 

 

 

  


